








多くの人は、放射能の脅威を具体的に感じることが苦
手なのかもしれません。原発被害の中身を完全に知ら
ず、色んな情報がメディアによって迫害され、犠牲が
見えていない。被ばくの本質は遺伝子に傷をつけるこ
とです。内部被ばくをした人々は、時間をかけて健康
を損なわれても被ばくのせいだと認めてもらえずにい
ます。姿も見えない、認めてもらえない、声も聞いて
もらえないような被ばく者がいる。その人たちの声は
誰かが拾わないと出てこないのです。これから日本は
変わらなくてはいけない。「ああそうなんだ」「かわい
そうだな」だけでおしまいでは困るのです。

まずは数人でも、一生友人でいたいと思えるような大
切な人に愛をもって伝えること。どのような未来が可
能なのか？私たちは何を選択したらいいのか、一緒に
考えてみんなで話し合ってもらいたいのです。答えは
ひとつではないし、やり方は多様だと思います。何で
もいいから何かする。無力だと思わないで、微力でも
いいから、みんなで少しずつ変えていく。それを日本
中でやれば、大きな変化につながるはずです。

ずっと私の作品の撮影を担当してくれていた友人の子
どもが白血病と診断され、同じ頃にイラクで白血病の
子どもが異常に増えていると報告を聞きました。しか
も薬がなく治療もできない、と。本当かどうか？確か
めたい。イラクの子どもたちのことが知りたい。私は
その一心で 1998 年イラクに行きました。

そこで劣化ウラン弾という放射能兵器の影響を受けた
と思われる子どもたちが、白血病やがんで苦しんでい
る状況を目の当たりに。被ばくが私たち人間にとって
重大な問題だと気付かされました。次々と亡くなって
いく子どもたちの中で、ひとりの少女ラシャと仲良く
なれました。彼女が亡くなる間際「どうか私のことを
忘れないで」と、小さなメモに書いた私宛てのメッセー
ジをくれて。私は彼女との約束を今も大切にしていま
す。劣化ウラン弾が原子力産業の出すゴミから作られ
ることを知って、これ以上子どもたちに被ばくさせな
いために何が出来るのか考え、核をテーマに映画を
作ってきました。

早稲田大学卒業後ドキュメンタリー制作の現場へ。

９０年初作品「スエチャおじさん」監督、文化

庁助成を受けカナダ国立映画制作所へ。

９３年から NY にてメディア・アクティビスト活動。

９５年帰国、フリー映像作家としてテレビ番組、

映画を監督。

２００３年ドキュメンタリー映画「ヒバクシャ

―世界の終わりに」以降、２００６年「六ヶ所

村ラプソディー」、２０１０年「ミツバチの羽

音と地球の回転」核を巡る三部作完成。

２０１２年ＤＶＤ「内部被ばくを生き抜く」発売。

２０１４年現在、新作「小さき声のカノン－選

択する人々」撮影中。

核をテーマとした映画制作をはじめた理由

まずは知る、話し合う、そして行動する

立ち返るべき生命の論理。
それは人間の命だけではありません。
人間の命を支えているのは、ありとあらゆる生態系の
中にいるもの。

小さな虫とか、魚とか、鳥とか、そういうものが存在
して初めて、私たちも存在できている。

その生態系のかけがえのなさ、重要性に気づくきっか
けに、今回の原発事故はなったのではないでしょうか。

人間だけが人工的な都市を築いてそこで繁栄していく
という事は、持続不可能である以前に実現すらも不可
能なのですから。

※「原発の、その先へ ミツバチ革命が始まる」より抜粋

このままでは子どもを守れない、と行動を起こしたの
がお母さんたちでした。今まで、政府のやり方に対し
て疑問を感じたり、声をあげたりしたことがなかった
お母さんたちが、避難したり保養に出かけたり、食品
を測定したり、政治を変えようと立候補したり。カノ
ンでは震災後の福島だけでなく、東北、首都圏、そし
て避難先と、沢山のお母さんたちの声に耳を傾けてい
ます。２８年前にチェルノブイリ原発事故を経験した
ベラルーシのお母さんたちも登場します。国も違うし
民族も違うけれど、時間差で私たちと同じ「放射能汚
染されてしまった世界」を生きてきた人たちです。ベ
ラルーシのお母さんたちがどのように子どもたちを守
り、どう生き抜いてきたのか。その生き様は３・１１
後の世界を生きる私たちにとって、大きなヒントにな
るはずです。子どもたちの命や健康のことをあきらめ
る訳にはいかないのです。絶対にゆずれない。ここで
あきらめては、命をつないでいくことができなくなる。
自分にとって本当に大切なことは何か、幸せとはなに
か、ということをもう一度思い出すキッカケにしてい
ただけるような映画に仕上げたいと思っています。

新作映画「小さき声のカノン」に込めた想い

原発の、その先へ
鎌仲  ひとみ
映像作家

オフィシャルサイト　www.kamanaka.com

六ヶ所村ラプソディー

内部被ばくを生き抜く



the dark “hinomaru”
The dark “hinomaru” can’t cover.

It ’s fall  o� with time and it  have bad in�uence to ar ound.
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クリエイティブオフィス「SAMO」が展開するプライベートライン「JAPS」と「pain+」のコラボレーション Tシャ

ツを販売します。Tシャツの売上は制作費を除き、全額「pain+」の活動資金となります。

価格 4,000 円　問い合わせ先 / contact@samo.jp



淡い珊瑚色を帯びて美しく広がる空が、深い青に包まれていく。

主を失った家屋に明かりが灯ることはなく、紺青の闇に溶けていく。

悲哀を含んだ美しい景色は、その地を襲った脅威を静かに物語っていた。

ここは宮城県亘理郡山元町。

東日本大震災とそれに伴う大津波により、沿岸地区６部落が壊滅し、多数の犠牲者を出した場所である。

Ishiki Magazine

No Human No Cr y

BOUND
Biwako Dance Fes

びわ湖ダンスフェスBOUNDでは震災直後から「おてら災害ボランティアセンター　テラセン」を通じ、この

地と関わり支援を行っている。2011年には復興作業用の軽トラックを送り、翌年はガイガーカウンターを３台、

その次の年からは義援金を送っている。そういった関係を続けていく中で、今年は地元で開催される山元町町民

文化祭にBOUNDクルーとしてダンスで参加する機会をいただいた。

山元町町民文化祭の当日、本番を迎える前に、テラセンセンター長の藤本和敏さんと普門寺のご住職にお話を伺

うことができた。お二人が語る日々の活動から、被害の大きさと復興の難しさを再認識した。沿岸部から若者は

消え、人の集う機会が少なくなっているらしい。今後の展望についての話をした際に、お二人が涙ながらに語っ

た「未来のことは僕らもわからない、でも今は人々が笑顔で集まれる場所を作る」という言葉に心から感銘を受

け、少しでもお力添えが出来る様に、これからも支援を継続していくことを強く心に誓った。

そして文化祭本番、僕らを待っていたのは割れんばかりの拍手と歓声だった。会場を埋め尽くす来場者は、ほと

んどがご高齢の方にも関わらず皆さんが笑顔で声援を送ってくれた。これまで様々な被災地を周り、踊る機会を

いただいてきたけれど、複雑な問題を抱え傷付いた被災地に対し、踊ることで何ができるのか。いつもその答え

を探し、常に迷い、悩みながら現場にたってきた。しかし、この日の歓声はそんな僕らの悩みを簡単に吹き飛ば

してしまう程、暖かく気持ちのこもった「声」だった。「続けてきてよかった。少しずつでも自分が出来ること

をこれからも続けていこう」そう素直に思えた。

支援という言葉を使うことを躊躇するほど、本当に多くのことを教えられ、与えられる。

「この町に出会えて良かった。」心からそう思う。

BOUND実行委員会

おてら災害ボランティアセンター　テラセン　http://ameblo.jp/teracen/

びわ湖ダンスフェスBOUND　http://bounders.jp.net/
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